
 
講座基本情報 

講座名称 事実を正しく認識するための分析の技術〜データ分析と⽐較優位〜 

講師名 後正武 

 

講座イメージ 

時間数 約 4 時間（イントロダクション、ユニット×4、まとめ） 

時間割 ・イントロダクション  

・ユニット 1 分析とは何か、⼤きさ・全体像を考える 

  分析とは何か 

  分析とはどうすることなのか 

  ⼤きさ・全体像を考える 

  数字で表わす 数量の意味を考える 

・ユニット 2 分けて考える、⽐較して考える、時系列・変化を考える 

  分けて考える 

  多元の要素を考える 

  ⽐較して考える 

  時系列・変化を考える 

・ユニット３ 過程・プロセスを考える、バラツキを考える 

  過程・プロセスを考える 

  バラツキを考える 

・ユニット 4  不確定・あやふやなものを判断する、⼈の⾏動・ソフトの要素を考

える 

  「不確定・あやふやなもの」を判断する 

イシュー・ツリーの活⽤、ディシジョン・ツリーの活⽤、検討のプロセスを踏む

多数の意⾒を集約する 

「⼈の⾏動、ソフトの要素」を考える 

理論の歴史をふり返る（たとえば組織論） 

・まとめ 

試験⽅法 ユニット毎の確認テスト（択⼀問題） 

合格判定基準 70％以上の正答率を合格とする 

 

講座の特徴及び関連スキル 

本講座の特徴 



 
本講座では意思決定のための分析⼿法の理解、分析結果の活⽤、分析スキルの習得を⽬指します。 

データ分析を⾏うためには基本的な「技術」を⾝につけている必要があります。そしてその分析技術の

基本を理解したうえで、それを複雑な社会現象あるいは⼈が動かす事象に当てはめるための「枠組みの

⼯夫の⼒」が必要になります。どこかにあるフレームワークをもってきて公式のように当てはめても意

思決定に必要な意味のある結果は得られません。地⽅創⽣に関わる全ての⼈々がこの分析⼿法を理解し

そして問題解決のために⽇常的に活⽤できるようになること、それによって情緒的な議論あるいはすで

に「落としどころ」が誰かによってきめられていて予定調和的な解決策を形だけ導こうとする議論に対

して再検証する⼒が⾝につきます。この分析スキルの習得によって地⽅創⽣事業の⽐較優位性を客観的

に判断できるようになるはずです。 

 

関連スキル等 

基盤編の基礎科⽬であり、他の専⾨的講座を学習し始める前の早い段階での受講をお薦めします。 

 

受講で得られる知識・スキル・コンピタンス 

１） マクロの数字の分析から、⾃⾝の組織にとっての競合優位性あるいは収益性等の経営に意味のあ

るデータを導き、それによって経営上の意思決定を⾏う⼒を⾝につける。 

２） マーケティングにおいて⽤いられる、マーケットセグメンテーションの基本となるＭＥＣＥの考

え⽅、意味のあるメッセージを導くための軸の捉え⽅を学ぶ。 

３） 複雑な事象を縦と横にわけて考え、図表に⽰すことで、解くべき課題を明確にすることを可能に

する。 

４） シェア、インダストリーコストカーブ、パレートなどについて、その経営的な意味を深掘りす

る。 

５） ビジネスシステムを整理する⼒を⾝につけ、過程を分析し問題を把握し解決する⼒を⾝に付け

る。 

６） 組織課題について、⼈の問題を含めたファジーな問題への取り組み⽅を学ぶ。 

 

講師紹介 

後正武 

ビジネス・ブレークスルー⼤学⼤学院専任教授 

東京⼤学法学部卒業。ハーバード⼤学経営⼤学院にて MBA（ディスティンクション）取得。新⽇本製

鐵、マッキンゼー・アンド・カンパニー（プリンシパル・パートナー）、ベイン・アンド・カンパニー

取締役副社⻑／⽇本⽀社⻑を経て、1996 年東京マネジメントコンサルタンツを設⽴し現職。ほとんど

の産業分野において全社戦略-実⾏プログラムにいたる⼀連の組織課題を⼿がける。『経営参謀の発想



 
法』『論理思考と発想の技術 』『意思決定のための分析の技術』『あまりにやさしい会計の本』など著

書多数。 

 

 


